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要旨 

  

本論文では、熱帯低気圧（TC）の外核の風構造に関する気候学的特徴と変動のメカニズ

ムに関する、観測・数値的研究の概要を紹介する。外核の風構造は一般に TC の「サイズ」

と呼ばれ、本論文でも使用される用語でもあるが、過去の文献では TC のサイズに対し様々

な定義が用いられている。TC が存在する全ての海域では、TC のサイズは季節・年・10 年

スケールあるいは緯度・経度によって変化することが知られる。このような変動は、TC を

取り巻く総観規模の流れのパターンの変動と関係する。環境場の湿度・渦の構造・海面水

温・惑星渦度など、いくつかの要因が TC サイズの変化に関与することが確認されている。

これらの因子は、対流圏下層における TC への角運動量輸送を変え、その結果として TC の

サイズの変化をもたらす可能性がある。論文の最後に、外核の風構造の研究について未解

決の問題を議論する。 


